



























































































































も左上から右下 り 塊り （天の川）ができている。つまり免許保有率が上がるほど人口当たりの歩行 死者は減るという相関が 。　
歩行中死者は年齢が高くなれば増





























































































運 転 免 許 保 有 率
y = -49.808x + 94.355 
R² = 0.612












































は免許保有率が同じなら、男性のほうが女性より死者および負傷者になりやすいことを意味する。理由は、夜の行動の違いである。歩行者の見えにくい夜に男性のほうが出 き、しかも飲酒もする。女性は夜道を歩くにしても防犯のため明るい道を選ぶ。こうした が犠牲者の発生率の差 つながると、推測できるだろう。　
図１
では女性の免許保有率と死者
発生率が直線的でないこと、男性にはないような低い免許保有率の世代がいて、その死者発生率が高いことなどが読める。　
このように相関図は外れ値も含め
て全体を見通すのに役立つ有力な思考の道具なのである。　
免許保有率と死傷者の発生率の関
係は歩行者で明らか 安全知識の乏しさが事故の大きな要因である。それ 自転車事故でも同様であろうと思うことだろう。次回はそこにある意外というか驚くべき関係と無相関という相関図を紹介する予定である。
（よしだ・しんや）
　
ＸからＹを予測しようにも幅が出てしまう。その幅が大きいなら事実上予測はできない。どれだけ各点が直線上に乗っているか、その当てはまりの良さを数値として表現するのが相関係数（ｒ）である。相関係数は０ゼロ
から１・０までの値をとり、その
値が高ければ回帰直線から遠くに外れた点の数は少なくなり、回帰直線は予測式として使えるということになる。　
エクセルの「近似直線」を使うと
相関係数ｒを自乗した
R2の値を出し
てくれる。
R2は決定係数とか関与率
とも呼ばれる。その意味合いは、ＸとＹの関係でＸだけでど だけＹを
イラスト・本田牧子
